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仙厓と九州の茶陶
仙厓の禅画と九州ゆかりの古唐津、高取の茶陶をあわせて展示。 4/24㈮～6/21㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 7㈰
11:00

13:00
無　料

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『雲城山焼陶芸グループ作陶展』 4㈭～8㈪ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『平成レトロ展』 10㈬～16㈫ 無　料
※10㈬は12:00から、最終日は15:00まで

『手作り二人展』 17㈬～23㈫ 無　料
※17㈬は12:00から、最終日は15:00まで

『小倉南フォトフレンズ会員展』 24㈬～30㈫ 無　料
※24㈬は12:00から、最終日は12:00まで

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１・
２
階

２
階

天空ジャズ 6㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度　門司区芸術祭　吟詠剣詩舞大会
吟詠剣詩舞 14㈰ 10:30 無　料 門司区文化団体連合会

レトロ選抜歌謡祭
カラオケ発表会 21㈰ 9:30 無　料 レトロ選抜歌謡祭

093（341）2546【前田】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

『SF＆冒険映画資料展』 5/8㈮～7/9㈭ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

マンスリージャズ
出演：H2O2クインテット 14㈰ 14:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「続　男はつらいよ」（1969年　松竹） 28㈰ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

２
階

１
階
松
永
文
庫

第55回　吹奏楽祭 7㈰ 9:30
一般 ￥800
学生 ￥600 北九州吹奏楽連盟

090（1340）5364【�谷】
※当日￥200増

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：落語家　春風亭小朝氏 13㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州記念混声合唱団　第32回定期演奏会 21㈰ 14:30
一般自由席 ￥1000

学生 ￥0500
中学生以下無料

北九州記念混声合唱団
】本坂【6560）178（390

伊東ゆかりコンサート2015 24㈬ 19:00 A席 ￥5500
B席 ￥5000

MIN-ON北九州
093（884）1833

宝塚歌劇団「星組」北九州公演
ミュージカル・ロマン『大海賊』-復讐のカリブ海-ほか 27㈯

14:00

18:00

S席 ￥7300
A席 ￥6000 西日本新聞イベントサービス

092（711）5491
※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始　　

□℡ □時門司

14

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改装に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

アルモニーサンク北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

障

障

月

北九州歌謡グランドフェスティバル　水森英夫審査大会 7㈰ 10:10
10:00開場

一般 ￥1000 北九州歌謡研究会
093（921）4652

西日本ハワイアン協会　北九州地区フラフェステイバル
20㈯

10:30 西日本ハワイアン協会
096（342）667021㈰ ※一般のみ当日￥200増

小倉北区連合婦人会　民踊のつどい 25㈭ 10:30 一般 ￥500 小倉北区連合婦人会
093（531）9944【安部】

ヤングアメリカンズ・ジャパンツアー2015夏in北九州

26㈮
WS 無　料

ショー ￥1000 NPO法人じぶん未来クラブ
03（6435）9136

27㈯

28㈰

17:00（WS）
10:30（WS）
10:30（WS）
17:30（ショー） ※WSはワークショップです

　（要事前申込）

YOSHIKOベリーダンススタジオ発表会　vol.２ 7㈰ 13:30 一般 ￥3000 YOSHIKOベリーダンススタジオ
090（8620）0327

「私のエディット」
～松坂慶子が語るエディット・ピアフの物語～ 
名女優・松坂慶子の朗読によってピアフの人生が色鮮やかに舞台に蘇ります

14㈰ 14:00
一般 ￥4500

高校生〔的〕チケット ￥1500
北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：小学生以上

北九州芸術劇場プロデュース／市民参加企画
合唱物語「わたしの青い鳥2015」
親子３世代が響かせる幸せのハーモニー。幸せを探す旅に出かけませんか

28㈰ 15:00
大人 ￥1500

子ども（3歳～中学生）￥1000

一般 ￥1500
子ども（0歳～中学生）￥0500

マタニティ割引 ￥1000
※対象：3歳以上

MACHIKO ＆ MICHIKO　リリックジョイントコンサート 2015 10㈬ 14:00 一般 ￥3000 090（1687）3578【都】

音楽の広場PAM　第107回コンサート
ゲスト：左手のピアニスト・智内威雄 14㈰ 14:00 一般 ￥1000 音楽の広場PAM事務局

090（9605）3881【岩崎】

池田みどりジャズコンサート　30th anniversary 19㈮ 19:00
一般 ￥3000 池田みどりジャズコンサート実行委員会

093（921）6895※対象：小学生以上
※当日￥500増

ジョイントコンサート 20㈯ 15:00 一般 ￥1000 山田純子
093（776）0872

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

3㈬～9㈫ 無　料

10㈬～16㈫ 無　料

17㈬～23㈫ 無　料

24㈬～30㈫ 無　料

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

仲道郁代 ピアノ･リサイタル
シューマン：幻想小曲集op.12　ほか 4㈭ 19:00

一般 ￥4800
U-25 ￥2500 北九州労音

093（571）0227【野知】
※対象：小学生以上　※全席指定
※障害者手帳減免　一般のみ￥500引

ピアノ発表会 7㈰ 13:30 無　料 090（8299）4222【道家】
※全席自由

九州交響楽団 第58回 北九州定期演奏会
篠崎史紀[指揮・ヴァイオリン] 13㈯ 15:00

一般 ￥3700
学生（小～大学生） ￥1100

会員 ￥3000
九響チケットサービス

092（823）0101
※対象：小学生以上
※全席自由

第4回 ソノリテコンサート
学生　一般 14㈰ 13:00 無　料 ソノリテ

093（631）5325【三藤】※全席自由

アコルデ 3周年コンサート
～音楽を愛する想いが街を繋ぐ ACCORDER｢調和｣の架け橋～
響ホール室内合奏団　北九州シティオペラ　ほか

21㈰ 13:30 ￥500 アコルデ
〈北九州の音楽文化を支える会〉

090（5083）9107【奥村】※全席自由

2015響シリーズ第2弾
響ホール室内楽フェスティヴァル『バッハはいかが!?』
迫 昭嘉[ピアノ]　高木綾子[フルート]　響ホール室内合奏団　ほか

27㈯

28㈰

15:00

指定席 ￥3000
一般自由席 ￥2500

U-25自由席 ￥1000
（学生問わず25歳以下、要証明）

（学生問わず25歳以下、要証明）

15歳未満無料

ペア（自由席･前売のみ） ￥4000 

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661
※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※【27日、28日セット券】（前売のみ）
　指定席￥5500　自由席￥4500

2015響シリーズ第2弾
響ホール室内楽フェスティヴァル『五重奏の調べ』
迫 昭嘉[ピアノ]　響ホール室内合奏団　ほか

生誕125年　杉田久女の句を書く　書道 心輝書道会　成華支部
080（1767）4455

第13回　九州電力北九州OB作品展　絵画・書道・陶芸・写真・その他 九電九友会　九州支部
093（980）5560

平成27年度　花映会写真展　写真 花映会
080（1736）3471

創作粘土人形＆古布ちりめんを使った手芸展　手芸・その他 つき乃ねこ
090（1166）9495

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2015.June

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

障

月



仙厓と九州の茶陶
仙厓の禅画と九州ゆかりの古唐津、高取の茶陶をあわせて展示。 4/24㈮～6/21㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 7㈰
11:00

13:00
無　料

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

『雲城山焼陶芸グループ作陶展』 4㈭～8㈪ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『平成レトロ展』 10㈬～16㈫ 無　料
※10㈬は12:00から、最終日は15:00まで

『手作り二人展』 17㈬～23㈫ 無　料
※17㈬は12:00から、最終日は15:00まで

『小倉南フォトフレンズ会員展』 24㈬～30㈫ 無　料
※24㈬は12:00から、最終日は12:00まで

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
１・
２
階

２
階

天空ジャズ 6㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度　門司区芸術祭　吟詠剣詩舞大会
吟詠剣詩舞 14㈰ 10:30 無　料 門司区文化団体連合会

レトロ選抜歌謡祭
カラオケ発表会 21㈰ 9:30 無　料 レトロ選抜歌謡祭

093（341）2546【前田】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

『SF＆冒険映画資料展』 5/8㈮～7/9㈭ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

マンスリージャズ
出演：H2O2クインテット 14㈰ 14:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「続　男はつらいよ」（1969年　松竹） 28㈰ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

２
階

１
階
松
永
文
庫

第55回　吹奏楽祭 7㈰ 9:30
一般 ￥800
学生 ￥600 北九州吹奏楽連盟

090（1340）5364【�谷】
※当日￥200増

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：落語家　春風亭小朝氏 13㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州記念混声合唱団　第32回定期演奏会 21㈰ 14:30
一般自由席 ￥1000

学生 ￥0500
中学生以下無料

北九州記念混声合唱団
】本坂【6560）178（390

伊東ゆかりコンサート2015 24㈬ 19:00 A席 ￥5500
B席 ￥5000

MIN-ON北九州
093（884）1833

宝塚歌劇団「星組」北九州公演
ミュージカル・ロマン『大海賊』-復讐のカリブ海-ほか 27㈯

14:00

18:00

S席 ￥7300
A席 ￥6000 西日本新聞イベントサービス

092（711）5491
※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始　　

□℡ □時門司

14

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改装に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

アルモニーサンク北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

障

障

月



生誕100周年　トーベ･ヤンソン展　～ムーミンと生きる～
挿絵原画・油彩・写真資料等 5/23㈯ ～7/5㈰

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

上記展覧会のギャラリートーク 21㈰ 14:00 無　料
ただし入館料が必要

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

没後99年　夏目漱石―漱石山房の日々
夏目漱石の自筆原稿や書画、愛用の品などを展示する。 5/2㈯～6/21㈰

一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

文学講座「漱石の実験―『草枕』と『夢十夜』―」
講師：石井和夫（福岡女子短期大学特任教授）　会場：ムーブ大セミナールーム

当館学芸員による作品解説

1㈪ 10:30～
12:30

資料代 ￥500

梅光学院大学
アルス梅光事務局
083（227）1007

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「『土神と狐』（賢治）と『こゝろ』（漱石）―恋愛の『神聖』と『罪』―」
講師：中野新治（梅光学院大学教授・学院長）　会場：ムーブ大セミナールーム 8㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「漱石とドストエフスキー　―死の光学をめぐって―」
講師：清水孝純（九州大学名誉教授）　会場：ムーブ大セミナールーム 15㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「漱石における＜文学の力＞とは何か―その全作品を貫通するものをめぐって―」
講師：佐藤泰正（梅光学院大学客員教授）　会場：ムーブ大セミナールーム 22㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

清張サロン「『象の白い脚』――松本清張の〈駐在員小説〉――」
【講師】久保田裕子（福岡教育大学教授） 19㈮ 14:00～

16:00
無  料 松本清張記念館友の会・

松本清張記念館
093（582）2761

※常設展示観覧は別途入場料が必要
※要事前申込

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

～ヨーロッパの風～　第7回　荒木淳一　油絵展 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

井口由多可　洋画展　－ヨーロッパ浪漫の旅ー 10㈬～16㈫ 無　料

石川珂旦　美の世界展　　金工・絵画・立体造形の新しい姿 17㈬～23㈫ 無　料

24㈬～30㈫ 無　料

穴窯による焼締陶　稲葉幸作展 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

国井證道　墨彩展　＜仏画師のこころ＞ 10㈬～16㈫ 無　料
心象風景　釜山から九州へ
韓国釜山市出身のホウ　ピルソク氏の個展。風景画を中心に作品を紹介する。 17㈬～23㈫ 無　料

MUSIC  BOX  FAIR  2015　オルゴールの世界展 24㈬～30㈫ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

“心に残る花と風景”　佐藤政弘　絵画展

大
画
廊

小
画
廊

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。

5/10㈰～
H28．3/27㈰

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

一般 ￥1000　高大生 ￥700
小中生 ￥500

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

西南女学院短期大学　お菓子の家とシャドーボックス展
西南女学院短期大学の学生による作品展示です。 開催中～6/7㈰

第65回武蔵・小次郎まつり写真展
武蔵・小次郎まつりの写真を展示します。 12㈮～21㈰

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 洋子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

11:00/13:00
14:30/16:00

ムーミンが美術館にやってくる
～ムーミンと一緒に記念撮影をしよう！！～ 7㈰ 無　料

※入口で整理券配布(各回30組限定）

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始　　有料

□℡ 　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）　□時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　　不定休□休
□所小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場　□℡ □時小倉

北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

ANIMAL WONDERＬAND
～木から生まれた動物たちの夢の国～
造形作家の田代雄一さんによる、動物たちが織り成す不思議な世界。

4/5㈰～6/15㈪ 無　料
入園料が必要

到津の森公園
093（651）1895

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

クッキングパパと九州・福岡の仲間たち
連載30周年を迎えた、うえやまとち「クッキングパパ」の原画展 5/30㈯～7/5㈰

一般 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥150

〔常設展セット券〕　一般 ￥800
中高生￥400　小学生￥200

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

※要申込

うえやまとち　マンガクッキング
「クッキングパパ」登場料理の作者自身による調理実演 21㈰ 16:00～

18:00

無　料
企画展チケットが必要

※要事前申込（定員先着50名）
※詳細は漫画ミュージアムHPをご覧ください。

アニメ映画「この世界の片隅に」監督　片渕須直　トークイベント
こうの史代先生原作の同名漫画のアニメ映画化についての片渕監督のお話です。 6㈯ 13:00～

14:30

無　料
常設展入場料が必要

※要事前申込（定員先着50名）
※詳細は漫画ミュージアムHPをご覧ください。

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

13㈯ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要21㈰

漫画スクール
テーマ①「背景の描き方（建物や森の描き方）」
　　　②「カラーイラストの描き方（キャラクターの色の話）」
 毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①7㈰

②28㈰

13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着26名）

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

大正・昭和のオシャレ女子　～夢二・華宵たちが描いた挿絵～
竹久夢二や高畠華宵などが描いた挿絵の原画をはじめ、肉筆画など展示。 開催中～6/21㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

講演会「夢二、華宵　大正ロマンの画家たち」
大正～昭和にかけて活躍した画家たちの魅力について伺います。 6㈯ 14:00

ギャラリートーク
企画展「大正・昭和のオシャレ女子」の展示解説です。 7㈰ 11:00 無　料

入館料が必要

無　料
入館料が必要

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

研
修
室

ビデオるーむ
こども向けアニメの上映　『トムとジェリー　Vol.１』 ７㈰ 14:00～

15:00 無　料 こども文化会館
093（592）4152

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
図
書
室

子ども映画会
「ダンボ」 14㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　洋画 「桑港（サンフランシスコ）」（1936年　アメリカ） 20㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画 「手紙ー郵便配達に命を懸けた男の物語」（2002年） 27㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

チャーリー服部歌謡教室合同発表会
カラオケ発表会 6㈯ 10:00 無　料 チャーリー服部歌謡教室

093（931）7858
女声合唱団ビオレッティ第８回コンサート「さあ歌おう希望のうた」
合唱 7㈰ 14:00 ￥1000 女声合唱団ビオレッティ

090（4345）5112
小笠原亮歌謡塾発表会
カラオケ発表会 21㈰ 10:30 無　料 小笠原亮歌謡塾

093（533）2206

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2015.June

北九州市漫画ミュージアム小倉
北

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　 093（651）1895　　 9:00～17:00
　「到津の森公園前」徒歩1分　　6/2㈫、9日㈫

□℡ □時小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台　

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

□休

□休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

障

障

月



生誕100周年　トーベ･ヤンソン展　～ムーミンと生きる～
挿絵原画・油彩・写真資料等 5/23㈯ ～7/5㈰

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

上記展覧会のギャラリートーク 21㈰ 14:00 無　料
ただし入館料が必要

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

没後99年　夏目漱石―漱石山房の日々
夏目漱石の自筆原稿や書画、愛用の品などを展示する。 5/2㈯～6/21㈰

一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

文学講座「漱石の実験―『草枕』と『夢十夜』―」
講師：石井和夫（福岡女子短期大学特任教授）　会場：ムーブ大セミナールーム

当館学芸員による作品解説

1㈪ 10:30～
12:30

資料代 ￥500

梅光学院大学
アルス梅光事務局
083（227）1007

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「『土神と狐』（賢治）と『こゝろ』（漱石）―恋愛の『神聖』と『罪』―」
講師：中野新治（梅光学院大学教授・学院長）　会場：ムーブ大セミナールーム 8㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「漱石とドストエフスキー　―死の光学をめぐって―」
講師：清水孝純（九州大学名誉教授）　会場：ムーブ大セミナールーム 15㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

文学講座「漱石における＜文学の力＞とは何か―その全作品を貫通するものをめぐって―」
講師：佐藤泰正（梅光学院大学客員教授）　会場：ムーブ大セミナールーム 22㈪ 10:30～

12:30
資料代 ￥500

※定員130名（先着順）
※託児サービスあり（要事前申込）

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

清張サロン「『象の白い脚』――松本清張の〈駐在員小説〉――」
【講師】久保田裕子（福岡教育大学教授） 19㈮ 14:00～

16:00
無  料 松本清張記念館友の会・

松本清張記念館
093（582）2761

※常設展示観覧は別途入場料が必要
※要事前申込

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

～ヨーロッパの風～　第7回　荒木淳一　油絵展 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

井口由多可　洋画展　－ヨーロッパ浪漫の旅ー 10㈬～16㈫ 無　料

石川珂旦　美の世界展　　金工・絵画・立体造形の新しい姿 17㈬～23㈫ 無　料

24㈬～30㈫ 無　料

穴窯による焼締陶　稲葉幸作展 3㈬～9㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

国井證道　墨彩展　＜仏画師のこころ＞ 10㈬～16㈫ 無　料
心象風景　釜山から九州へ
韓国釜山市出身のホウ　ピルソク氏の個展。風景画を中心に作品を紹介する。 17㈬～23㈫ 無　料

MUSIC  BOX  FAIR  2015　オルゴールの世界展 24㈬～30㈫ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

“心に残る花と風景”　佐藤政弘　絵画展

大
画
廊

小
画
廊

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。

5/10㈰～
H28．3/27㈰

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

一般 ￥1000　高大生 ￥700
小中生 ￥500

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

一般 ￥350　中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

西南女学院短期大学　お菓子の家とシャドーボックス展
西南女学院短期大学の学生による作品展示です。 開催中～6/7㈰

第65回武蔵・小次郎まつり写真展
武蔵・小次郎まつりの写真を展示します。 12㈮～21㈰

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
１
階

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 洋子　ピアノ：湯田 美津子 3㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 17㈬ 14:00 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

11:00/13:00
14:30/16:00

ムーミンが美術館にやってくる
～ムーミンと一緒に記念撮影をしよう！！～ 7㈰ 無　料

※入口で整理券配布(各回30組限定）

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　年末年始　　有料

□℡ 　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）　□時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　　不定休□休
□所小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場　□℡ □時小倉

北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

障

障

障

障

障

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北



一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「現代美術作家について語る　束芋の味」　国立国際美術館　植松 由佳 6㈯ 15:00 ￥500

現代美術センターCCA北九州
093（663）1615

※要事前申込

一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「ミラノの虎　タイガー立石のイタリア時代」　埼玉県立近代美術館　平野 到 13㈯ 15:00 ￥500

※要事前申込

一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「ゲルニカ　ピカソのゲルニカをめぐって」　武蔵野美術大学　田中 正之 20㈯ 15:00 ￥500

※要事前申込

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

キングレコード歌謡祭in北九州
角川博、真木柚布子、夏木綾子、水田竜子、岩出和也、井上由美子 3㈬ 12:00

S席 ￥4000
A席 ￥2800 矢野楽器店

093（631）3331【森】
※シングルCD付

第55回郷土民謡民舞全国大会　第40回記念九州地区予選大会 7㈰ 10:00 無　料
一般財団法人日本郷土民謡協会

九州地区連合会
093（652）3248【葛城】

第28回　中之島流大正琴福岡県本部発表会 21㈰ 10:30 無　料 中之島流大正琴九州地区福岡県本部
093（473）6648【谷口】

第17回　親しむ書 作品展
書　約130点

1㈪～
7㈰

10:00～
18:00

無　料 清和会
093（651）5205【下山】※1㈪は12:00から、7㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

初夏ガラスとコーヒー・ティーカップ 2㈫～7㈰ 無　料

093（643）5268
初夏を楽しむ　染創作服と古布の洋服展 9㈫～14㈰ 無　料

花田和彦　作陶展 16㈫～21㈰ 無　料

鍋島緞通展 23㈫～28㈰ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

信用金庫の日「ひびしん寄席」 3㈬ 19:00 無　料 福岡ひびき信用金庫
093（661）2414【藤本】

第69回北九州合唱祭 7㈰ 13:00 ￥800 福岡県合唱連盟北九州支部
093（245）2059【岩﨑】

青木つくし門下生による第15回声楽発表会 14㈰ 14:30 無　料 つくしの会
090（7152）6261【青木】

ミュージカル「広い宇宙の中で」 29㈪ 19:00

一般 ￥5000
高校生以下 ￥3500
親子ペア券 ￥7000

友の会 ￥4000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※対象：小学生以上　※全席自由

※要整理券

ヴェルデ音楽コンクール　ピアノ部門北九州地区予選 7㈰ 13:00 無　料 ヴェルデ音楽コンクール実行委員会
092（451）6766

ピティナピアノコンペティション北九州予選 20㈯～
21㈰ 10:30 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（531）4342【河嶋】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

書遊クラブ成人会員作品展　書 5㈮～
7㈰

9:00～
18:00

無　料 日本習字北九州遠賀地区支部長会
書遊クラブ

093（691）5143【中野】※5㈮は13:00から、7㈰は16:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展　講演会 14㈰ 11:00～
17:00 無　料 JRM福岡

080（5888）3137【宮原】

三宅梵刻字作品展　書 22㈪～
28㈰

9:00～
17:00

無　料 九州千歳会
093（471）6441【三宅】※22㈪は11:00から、28㈰は16:00まで

第45回世界児童画展　福岡・佐賀県展　児童画 20㈯～
21㈰

10:00～
17:00

無　料 （公財）美育文化協会
03（5825）4801【下枝】※21㈰は15:00まで

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

展
示
室
１

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩5分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

月

現代美術センター CCA 北九州八幡
東 □休

□所　八幡東区尾倉2-6-1-3F　　093(663)1615　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　「八幡駅」徒歩8分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

カラオケ発表会 7㈰ 9:20 無　料 藤乃会
090（8830）9983

吟詠コンクール 14㈰ 10:30 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐
090（9729）6944【岡本】

第41回前期吟剣詩舞大会 28㈰ 9:30 無　料 北部九州吟剣詩舞連盟
093（645）5295【布谷】

陶芸 9㈫～
14㈰

9:00～
17:00

無　料 南陶会A
093（921）5917【米本】※9㈫は13:00から、14㈰は12:00まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

展
示
コ
ー
ナ
ー

プアレイ　ホイケ
フラダンス 21㈰ 13:00 ￥500 フラハーラウ　プアレイ

093（791）1282
澤田理絵　ソプラノコンサート
ピアノ・ソプラノ・ヴァイオリン 27㈯ 19:00 ￥2000 澤田理絵を支援する会

093（771）7104

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

世界文化遺産登録応援展 「東田ものがたり」
本年、世界文化遺産登録を申請中である八幡製鐵所の黎明期を紐解いた企画展です。 開催中～6/21㈰

大人 ￥300
高大生 ￥100

中学生以下無料 北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411※対象：小学生以上

パネル展 「八幡製鐵所から拡がる北九州市の近代化産業遺産」
明治以降、急速に近代化した北九州に残る、産業遺産など150点の写真で巡ります。 開催中～6/28㈰ 無　料

※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

赤煉瓦コンサートVol.5
ピアノ、ヴァイオリン、チェロによるコンサート 6㈯ 14:00～

15:30
￥2000

旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

※当日￥500増

新生流　あじさい展
花とかたらいあじさい展 13㈯～14㈰ 無　料

※最終日は16：00まで

唯、一丁の「ヴィオラ・アルタ」で綴る独演会
今回は、他では聴けない各時代の可愛い小品コレクションをお楽しみください。 20㈯ 15:00～

18:00 ￥2700

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

「明治日本の産業革命遺産」世界文化遺産登録応援展「炭鉱の記録と記憶」

ぽけっと企画展
「教授を魅了した大地の結晶」－北川隆司　鉱物コレクション200選－

筑豊・北九州の炭鉱の実像を記録資料などから探る 開催中～21㈰
要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

開催中～21㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500

高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

歴史講演会「吉田松陰と松下村塾」
講師：萩博物館　道迫 真吾氏　話題の萩の歴史について解説

13㈯ 13:30 資料代 ￥800
※小学生以下は保護者の参加が必要

たいけん講座「親子de！野菜からＤＮＡをとりだしてみよう！」
親子でチャレンジ！お料理感覚でできるＤＮＡ実験を楽しもう！！ 21㈰ 13:30

保険代 ￥50
※対象：小学2～6年生とその保護者
※要申込

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
「期待に応えて、気体の性質アラカルト」 14㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566星の観望の夕べ

プラネタリウム観覧後、春の星空を望遠鏡で観察します。 20㈯ 19:30～
21:00

大人 ￥100
中高生 ￥070
小学生 ￥050

※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、6/6㈯電話受付開始

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
会
議
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2015.June

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　 110台（共用）　

□℡ □時若松

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　 093（663)5411　　 平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6/22㈪～28㈰　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

障

障

障

障

月



一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「現代美術作家について語る　束芋の味」　国立国際美術館　植松 由佳 6㈯ 15:00 ￥500

現代美術センターCCA北九州
093（663）1615

※要事前申込

一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「ミラノの虎　タイガー立石のイタリア時代」　埼玉県立近代美術館　平野 到 13㈯ 15:00 ￥500

※要事前申込

一人のアーティストを語る　－市民美術大学 美術講座（前期）－
「ゲルニカ　ピカソのゲルニカをめぐって」　武蔵野美術大学　田中 正之 20㈯ 15:00 ￥500

※要事前申込

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

キングレコード歌謡祭in北九州
角川博、真木柚布子、夏木綾子、水田竜子、岩出和也、井上由美子 3㈬ 12:00

S席 ￥4000
A席 ￥2800 矢野楽器店

093（631）3331【森】
※シングルCD付

第55回郷土民謡民舞全国大会　第40回記念九州地区予選大会 7㈰ 10:00 無　料
一般財団法人日本郷土民謡協会

九州地区連合会
093（652）3248【葛城】

第28回　中之島流大正琴福岡県本部発表会 21㈰ 10:30 無　料 中之島流大正琴九州地区福岡県本部
093（473）6648【谷口】

第17回　親しむ書 作品展
書　約130点

1㈪～
7㈰

10:00～
18:00

無　料 清和会
093（651）5205【下山】※1㈪は12:00から、7㈰は16:00まで

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

初夏ガラスとコーヒー・ティーカップ 2㈫～7㈰ 無　料

093（643）5268
初夏を楽しむ　染創作服と古布の洋服展 9㈫～14㈰ 無　料

花田和彦　作陶展 16㈫～21㈰ 無　料

鍋島緞通展 23㈫～28㈰ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

信用金庫の日「ひびしん寄席」 3㈬ 19:00 無　料 福岡ひびき信用金庫
093（661）2414【藤本】

第69回北九州合唱祭 7㈰ 13:00 ￥800 福岡県合唱連盟北九州支部
093（245）2059【岩﨑】

青木つくし門下生による第15回声楽発表会 14㈰ 14:30 無　料 つくしの会
090（7152）6261【青木】

ミュージカル「広い宇宙の中で」 29㈪ 19:00

一般 ￥5000
高校生以下 ￥3500
親子ペア券 ￥7000

友の会 ￥4000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

※対象：小学生以上　※全席自由

※要整理券

ヴェルデ音楽コンクール　ピアノ部門北九州地区予選 7㈰ 13:00 無　料 ヴェルデ音楽コンクール実行委員会
092（451）6766

ピティナピアノコンペティション北九州予選 20㈯～
21㈰ 10:30 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（531）4342【河嶋】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

書遊クラブ成人会員作品展　書 5㈮～
7㈰

9:00～
18:00

無　料 日本習字北九州遠賀地区支部長会
書遊クラブ

093（691）5143【中野】※5㈮は13:00から、7㈰は16:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展　講演会 14㈰ 11:00～
17:00 無　料 JRM福岡

080（5888）3137【宮原】

三宅梵刻字作品展　書 22㈪～
28㈰

9:00～
17:00

無　料 九州千歳会
093（471）6441【三宅】※22㈪は11:00から、28㈰は16:00まで

第45回世界児童画展　福岡・佐賀県展　児童画 20㈯～
21㈰

10:00～
17:00

無　料 （公財）美育文化協会
03（5825）4801【下枝】※21㈰は15:00まで

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

展
示
室
１

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩5分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

月

現代美術センター CCA 北九州八幡
東 □休

□所　八幡東区尾倉2-6-1-3F　　093(663)1615　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　「八幡駅」徒歩8分　　年末年始

□℡ □時

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西
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■
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
開
館
３
周

年
記
念
　
日
野
皓
正JAZZ

ラ
イ
ブ

７
月
１
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ブ
ル

ー
ノ
ー
ト
レ
ー
ベ
ル
と
契
約
、
国
際

的
な
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
ト
奏
者
〝
ヒ
ノ
テ

ル
〞
が
黒
崎
に
来
る
！
　
全
席
指
定
。

入
場
料
、
一
般
４
５
０
０
円
、
友
の

会
４
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
０

０
０
円
。
未
就
学
児
童
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
＆
北
九
州
交
響

楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）
。
出
演
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
井
原
由
紀
、
北
九
州
交
響
楽
団
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
大
人
（
高
校

生
以
上
）
８
０
０
円
、
子
ど
も
（
小

・
中
学
生
）
５
０
０
円
、
親
子
ペ
ア

（
大
人+

子
ど
も
）
１
０
０
０
円
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
筑
前
木
屋
瀬
祇
園
祭

７
月
11
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館
付
近
（
八
幡
西
区
木
屋
瀬
／
須

賀
神
社
一
帯
）
。
江
戸
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
残
す
木
屋
瀬
の
町
並
み
。
須

賀
神
社
の
祭
典
に
奉
仕
す
る
氏
子
の

山
笠
行
事
を
今
も
受
け
継
ぐ
。
現
在

で
は
２
台
の
山
笠
が
町
を
練
り
回
る

ほ
か
、
長
崎
街
道
を
駆
け
抜
け
る

「
追
山
」
も
祭
り
の
見
せ
場
で
す
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館

０
９
３
（
６
１
９
）
１
１
４
９

■
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
　
グ
ラ
ン
・
ガ
ラ

７
月
30
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）
。
ボ
リ
シ
ョ
イ
、

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
、
な
ど
世
界
最
高

峰
の
劇
場
で
活
躍
す
る
バ
レ
エ
の
ト

ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
北
九
州
に
来

る
。
特
別
出
演
に
昨
年
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
二
山
治

雄
。
予
定
演
目
は
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
「
カ
ル
メ
ン
組
曲
」
「
海
賊
」

「
バ
ヤ
デ
ル
カ
」
「
瀕
死
の
白
鳥
」

他
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
Ｓ
席

１
０
０
０
０
円
、
Ｓ
席
８
５
０
０
円
、

Ａ
席
６
５
０
０
円
、
Ｂ
席
４
５
０
０

円 

。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

ヨ
ラ
ン
ダ
オ
フ
ィ
ス
・
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

０
９
２
（
４
０
６
）
１
７
７
１

　
「
今
ど
き
の
若
い
も
ん
は
・
・
・
」

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
っ
て
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
で
す
よ
ね
。

私
、
今
の
若
い
も
ん
は
「
す
ご

い
！
」
っ
て
思
う
の
で
す
。
若
い
人

た
ち
を
た
く
さ
ん
見
て
き
て
い
る
、

あ
の
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん
（
知
り

合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
も
そ
の

よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

う
ち
の
若
い
も
ん

『ロシアバレエ　グラン・ガラ』チラシ

『日野皓正JAZZライブ』チラシ

オルガニスト　井原由紀

木屋瀬祇園山笠

　
さ
て
、
う
ち
の
若
い
も
ん
。
小
学

６
年
男
子
。
夜
な
夜
な
布
団
の
中
で

自
分
の
弾
い
て
い
る
曲
を
分
析
。

「
発
見
！
」
と
楽
譜
に
書
き
込
み
を

し
て
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
て
メ
ー

ル
で
送
っ
て
き
ま
す
。
中
学
２
年
女

子
。
水
泳
強
化
選
手
、
学
校
の
体
育

で
は
柔
道
で
優
勝
し
、
勉
強
も
頑
張

り
、
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
か
な
り
の

腕
前
。
中
学
１
年
男
子
。
事
々
興
味

は
尽
き
ず
、
音
楽
、
絵
画
、
政
治
、

歴
史
、
宗
教
な
ど
関
心
の
幅
も
広
い
。

彼
は
、
神
様
と
お
話
し
す
る
こ
と
だ

っ
て
で
き
る
よ
う
で
す
。
ピ
ア
ノ
の

練
習
中
に
は
、
作
曲
者
（
故
人
）
が

や
っ
て
来
て
、
弾
き
方
を
教
え
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。

　
音
楽
が
身
近
に
あ
る
、
楽
器
を
奏

で
る
、
そ
の
こ
と
で
何
か
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
感
性
が
芽
生
え
る
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
ん
な
に
も
個
性
的
で
才

能
豊
か
な
子
ど
も
が
育
つ
と
は
、
つ

い
感
動
を
覚
え
ま
す
。
こ
ん
な
若
い

も
ん
た
ち
が
い
れ
ば
、
日
本
の
将
来

は
明
る
い
。
彼
ら
の
思
い
や
能
力
が

存
分
に
生
か
せ
る
、
そ
ん
な
幸
せ
な

日
本
づ
く
り
、
大
人
た
ち
は
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

CulCul の主な設置場所
市内 JR 駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

コレクション展　特集　版画芸術への誘い　<後期>
版画

4/29㈬㈷～
6/28㈰

一般 ￥150
高大生 ￥100
小中生 ￥050

北九州市立美術館本館
093（882）7777

新世紀展
洋画 9㈫～14㈰ 無　料 新世紀美術協会福岡支部

093（791）4905【藤田】
第37回日本新工芸九州展
工芸 16㈫～28㈰ 無　料 九州新工芸家連盟

0952（29）5730【白武】
第28回ナス会
洋画、型絵染、陶芸 6/30㈫～7/5㈰ 無　料 ナス会

093（653）0851【長尾】

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

小出裕章さん講演会…100年後の人々へ
原発の危険性を40年以上にわたって指摘してきた小出裕章さんによる講演会 6㈯ 13:30

大人 ￥1000
大学生・障がい者 ￥0500 さよなら原発北九州連絡会

093（452）0665【深江】
※託児有（要事前申込）

高校生以下無料

北九州楽友協会　ジョイントリサイタル
渡邊博（ピアノ）　森田照子（ソプラノ）　他 7㈰ 14:00 一般 ￥2000

学生 ￥1000
北九州楽友協会

093（622）1900【江里口】

ウェルとばた　初夏のをどり
戸畑区内で活躍している日本舞踊4団体と女性和太鼓の団体による発表会 14㈰ 11:30

￥1000
小学生以下無料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200【筬島】※当日￥500増

森田千翔会　カラオケ発表会 21㈰ 10:00 無　料 森田千翔会
093（791）5712【森田】

エンジェルハートコンサート　イン　北九州　No.10
Ⅰ部　北九州市少年少女合唱団　Ⅱ部　メゾソプラノと一流音楽家3人とのコラボです。 27㈯ 14:00

一般 ￥2500
小中高生 ￥1500

エンジェルハートコンサート
イン 北九州 No.10実行委員会

090（1193）2525【仰木】※当日各￥500増
※障がい者・介助者など400名を無料招待

PROM2015 28㈰ 16:30 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4344【宮川】

日本舞踊勉強会 7㈰ 11:30 ￥1000 （公）日本舞踊協会
093（551）1300【花柳】

王基敏チェロリサイタル
ベートーヴェン　チェロソナタ4番、ブルッフ　コル・ニドライ、シューマン　アダージョとアレグロなど

癒音工房八幡教室・記念演奏会

20㈯ 14:00
￥2500 王基敏チェロスタジオ

090（9471）6802【王】※中学生以下30名まで無料
※障がい者20名まで無料（ただし満席以外のとき）

癒音工房10周年感謝のスペシャルコンサート 21㈰ 14:00
一般 ￥2000

高校生以下 ￥1000 北九州楽友協会
093（622）1900【江里口】

※当日各￥500増

ピアノ発表会 27㈯ 13:30 無　料 090（3196）3211【宮本】

後藤ピアノ教室　ピアノ発表会 28㈰ 12:30 無　料 後藤ピアノ教室
093（931）2685【後藤】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

木本絵画教室展
水彩・油彩

16㈫～
21㈰

10:00～
17:00

無　料 木本絵画教室
093（581）3366※16㈫は12:00から、21㈰は16:00まで

木本重利　個展
油彩

23㈫～
28㈰

10:00～
17:00

無　料 木本重利
093（581）3366※28㈰は16:00まで

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

□休 □Ｐ
□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）
　「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　180台

□℡ □時北九州市立美術館本館戸畑

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります

9 かるかる 2015.June

障

2015 年６月号
表紙イメージ

「夢と希望の輝き。」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2015.6.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課

北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

月

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩3分　　「浅生市場前」徒歩1分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

□℡ □時戸畑

障

障

障

障

３軒茶屋婦人会６「ス・ワ・ン」

女子高生から老婆まで、《女》の生態を女性よりも鋭く描くユニット
「３軒茶屋婦人会」待望の新作公演は、違う時代、違う場所に生
きる３人の女たちの物語。信じる、騙す、騙される、けれど信じる
―そんな女の性を浮き彫りにしながら、いつしか物語は予期せぬ
繋がりへ。狂おしくドラマティックな、女たちの真剣勝負がはじま
ります。

女はいつも優雅な顔してもがいている

◆作・演出：G2＆3軒茶屋婦人会
◆出演：篠井英介、深沢敦、大谷亮介
◆会場：北九州芸術劇場　中劇場
◆料金：全席指定
　　　　一般　5,000 円
　　　　高校生〔的〕チケット　1,500 円

北九州芸術劇場プレイガイド（10:00～19:00）・オンラインチケット・TEL 093-562-8435（10:00～17:00/土日祝除く）
響ホール事務室（9:00～18:00）/チケットぴあ（Pコード: 442-529）/ローソンチケット（Lコード: 88245）チケット取扱北九州芸術劇場　TEL 093-562-2655

※高校生〔的〕チケットは高校生限定・枚数限定・劇場窓口にて前売のみ
※未就学児のお子様はご入場できません（託児サービス有・要予約）

7月
13：00

25（土）26（日）
（12：30開場）

さが
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■
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
開
館
３
周

年
記
念
　
日
野
皓
正JAZZ

ラ
イ
ブ

７
月
１
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ブ
ル

ー
ノ
ー
ト
レ
ー
ベ
ル
と
契
約
、
国
際

的
な
ト
ラ
ン
ぺ
ッ
ト
奏
者
〝
ヒ
ノ
テ

ル
〞
が
黒
崎
に
来
る
！
　
全
席
指
定
。

入
場
料
、
一
般
４
５
０
０
円
、
友
の

会
４
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
３
０

０
０
円
。
未
就
学
児
童
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
＆
北
九
州
交
響

楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ
ン
ク

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北

区
大
手
町
）
。
出
演
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
井
原
由
紀
、
北
九
州
交
響
楽
団
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
大
人
（
高
校

生
以
上
）
８
０
０
円
、
子
ど
も
（
小

・
中
学
生
）
５
０
０
円
、
親
子
ペ
ア

（
大
人+
子
ど
も
）
１
０
０
０
円
。

未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
筑
前
木
屋
瀬
祇
園
祭

７
月
11
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館
付
近
（
八
幡
西
区
木
屋
瀬
／
須

賀
神
社
一
帯
）
。
江
戸
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
残
す
木
屋
瀬
の
町
並
み
。
須

賀
神
社
の
祭
典
に
奉
仕
す
る
氏
子
の

山
笠
行
事
を
今
も
受
け
継
ぐ
。
現
在

で
は
２
台
の
山
笠
が
町
を
練
り
回
る

ほ
か
、
長
崎
街
道
を
駆
け
抜
け
る

「
追
山
」
も
祭
り
の
見
せ
場
で
す
。

北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記

念
館

０
９
３
（
６
１
９
）
１
１
４
９

■
ロ
シ
ア
バ
レ
エ
　
グ
ラ
ン
・
ガ
ラ

７
月
30
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）
。
ボ
リ
シ
ョ
イ
、

マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
、
な
ど
世
界
最
高

峰
の
劇
場
で
活
躍
す
る
バ
レ
エ
の
ト

ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
北
九
州
に
来

る
。
特
別
出
演
に
昨
年
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
二
山
治

雄
。
予
定
演
目
は
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
「
カ
ル
メ
ン
組
曲
」
「
海
賊
」

「
バ
ヤ
デ
ル
カ
」
「
瀕
死
の
白
鳥
」

他
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
Ｓ
席

１
０
０
０
０
円
、
Ｓ
席
８
５
０
０
円
、

Ａ
席
６
５
０
０
円
、
Ｂ
席
４
５
０
０

円 

。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

ヨ
ラ
ン
ダ
オ
フ
ィ
ス
・
チ
ケ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー

０
９
２
（
４
０
６
）
１
７
７
１

　
「
今
ど
き
の
若
い
も
ん
は
・
・
・
」

と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
っ
て
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
で
す
よ
ね
。

私
、
今
の
若
い
も
ん
は
「
す
ご

い
！
」
っ
て
思
う
の
で
す
。
若
い
人

た
ち
を
た
く
さ
ん
見
て
き
て
い
る
、

あ
の
ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん
（
知
り

合
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）
も
そ
の

よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

う
ち
の
若
い
も
ん

『ロシアバレエ　グラン・ガラ』チラシ

『日野皓正JAZZライブ』チラシ

オルガニスト　井原由紀

木屋瀬祇園山笠

　
さ
て
、
う
ち
の
若
い
も
ん
。
小
学

６
年
男
子
。
夜
な
夜
な
布
団
の
中
で

自
分
の
弾
い
て
い
る
曲
を
分
析
。

「
発
見
！
」
と
楽
譜
に
書
き
込
み
を

し
て
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
て
メ
ー

ル
で
送
っ
て
き
ま
す
。
中
学
２
年
女

子
。
水
泳
強
化
選
手
、
学
校
の
体
育

で
は
柔
道
で
優
勝
し
、
勉
強
も
頑
張

り
、
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
か
な
り
の

腕
前
。
中
学
１
年
男
子
。
事
々
興
味

は
尽
き
ず
、
音
楽
、
絵
画
、
政
治
、

歴
史
、
宗
教
な
ど
関
心
の
幅
も
広
い
。

彼
は
、
神
様
と
お
話
し
す
る
こ
と
だ

っ
て
で
き
る
よ
う
で
す
。
ピ
ア
ノ
の

練
習
中
に
は
、
作
曲
者
（
故
人
）
が

や
っ
て
来
て
、
弾
き
方
を
教
え
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。

　
音
楽
が
身
近
に
あ
る
、
楽
器
を
奏

で
る
、
そ
の
こ
と
で
何
か
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
感
性
が
芽
生
え
る
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
ん
な
に
も
個
性
的
で
才

能
豊
か
な
子
ど
も
が
育
つ
と
は
、
つ

い
感
動
を
覚
え
ま
す
。
こ
ん
な
若
い

も
ん
た
ち
が
い
れ
ば
、
日
本
の
将
来

は
明
る
い
。
彼
ら
の
思
い
や
能
力
が

存
分
に
生
か
せ
る
、
そ
ん
な
幸
せ
な

日
本
づ
く
り
、
大
人
た
ち
は
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

CulCul の主な設置場所
市内 JR 駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど
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今
回
は
、
連
載
開
始
か
ら
30
年
を

迎
え
た
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
に
か

け
て
、
集
英
社
の
少
年
漫
画
誌
『
週

刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
は
す
ご
い
勢
い

で
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て
い
き
、
90

年
代
半
ば
に
は
６
０
０
万
部
を
達
成
。

『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
は
そ
の
ジ

ャ
ン
プ
の
人
気
を
支
え
た
作
品
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
連
載
さ

れ
て
い
た
作
品
に
は
『
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
』
『
北
斗
の
拳
』
『
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ル
』
さ
ら
に
『
聖
闘
士
星
矢
』

『
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
』
な
ど
あ
り
、
ア

ニ
メ
化
も
さ
れ
た
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
品

が
め
じ
ろ
押
し
で
し
た
。

　
作
者
の
北
条
司
氏
は
、
北
九
州
市

小
倉
の
出
身
。
九
州
工
業
高
校
、
九

州
産
業
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
１

９
８
０
年
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』

に
『
お
れ
は
男
だ
！
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。

81
年
に
『
キ
ャ
ッ
ツ
♥
ア
イ
』
で
連

載
デ
ビ
ュ
ー
、
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
は
85
年
か
ら
91
年
ま
で
連
載
、

そ
し
て
現
在
は
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
の
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
し
て

描
か
れ
る
『
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ハ
ー
ト
』

を
『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ゼ
ノ
ン
』
で
連

載
中
で
す
。

　
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
主
人
公

の
冴
羽
　
は
、
探
偵
業
や
身
辺
警
護

な
ど
危
険
な
仕
事
を
請
け
負
う
プ
ロ

の
ス
イ
ー
パ
ー
（
掃
除
人
）
。
普
段

は
だ
ら
し
な
く
、
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
で
、

い
つ
も
女
性
を
追
い
か
け
る
の
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
槇
村
香
か
ら
怒
ら
れ

て
ば
か
り
。
し
か
し
、
腕
前
は
裏
社

会
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
、
鍛
え

上
げ
ら
れ
た
戦
闘
能
力
に
加
え
情
報

戦
に
も
強
く
、
そ
し
て
相
手
へ
の
思

い
や
り
も
忘
れ
な
い
と
、
三
枚
目
と

二
枚
目
を
自
然
と
持
ち
合
わ
せ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
魅
力
と
な
っ
て
、
今

で
も
フ
ァ
ン
の
心
を
つ
か
ん
で
離
し

ま
せ
ん
。

　
次
か
ら
次
に
現
れ
る
美
女
の
依
頼

人
も
、
ス
ケ
ベ
な
と
こ
ろ
に
困
り
つ

つ
も
、
最
後
に
は
か
っ
こ
よ
く
依
頼

を
解
決
し
て
い
く
　の
姿
に
、
い
つ

の
間
に
か
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
は
読
者
も
同
様
で
、
当
時
の
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
投
票
で
は
常
に
上

位
、
最
近
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
で
も

「
な
っ
て
み
た
い
男
性
キ
ャ
ラ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
２
位
に
付
け
、
い
ま

だ
に
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
連
載
が
進
む
上
で
読
者
が

気
に
な
る
の
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
香
と

の
関
係
。
彼
ら
の
信
頼
関
係
や
愛
情
、

息
の
合
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
回
を
追

う
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
く
の
を
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、
新

宿
に
行
け
ば
　た
ち
に
会
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
臨
場

感
が
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
依

頼
方
法
が
新
宿
駅
東
口
の
掲
示
板
に

「
X
Y
Z
（
＝
後
が
な
い
）
」
と
記

す
、
と
い
う
実
際
に
で
き
そ
う
な
方

法
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

北
条
氏
の
写
実
的
な
画
力
と
映
画
の

よ
う
な
画
面
構
成
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
一
見
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な
ア
ク
シ

ョ
ン
作
品
、
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
作
者
は
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
は
ギ
ャ
グ
漫
画
だ
と
言
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
全
体
を
通
じ
て
、
人

間
愛
、
家
族
愛
を
感
じ
さ
せ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
達
の
交
流
が
温
か
な
読
後

感
を
与
え
て
く
れ
る
名
作
で
す
。

　
作
者
の
出
身
地
で
あ
る
北
九
州
市

で
も
、
連
載
開
始
30
周
年
を
迎
え
た

『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
を
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
先
日
、
連

載
開
始
の
記
念
日
で
あ
っ
た
今
年
の

２
月
26
日
に
は
西
日
本
新
聞
に
シ
テ

ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
特
集
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
展
開
に
も
ぜ
ひ
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『シティーハンター』
  連載開始30周年

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077
【開館時間】
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（休日の場合はその翌日）
【常設展入館料】※（　）内は団体料金
一般400円（320円）　中・高生200円（160円）　
小学生100円（80円）　小学生未満　無料

Information

ま
き
む
ら
か
お
り

さ
え
ば
り
ょ
う

セ
イ
ン
ト
セ
イ
ヤ

©北条司/NSP 1985　西日本新聞朝刊　2015年2月26日掲載
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１
９
４
５
年
８
月
、
日
本
に
二
発

の
原
子
爆
弾
（
原
爆
）
が
投
下
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
つ
は
広
島
、
そ
し
て
も
う
一
つ

は
長
崎
。
小
倉
市
（
現
在
の
北
九
州

市
小
倉
北
区
）
も
、
原
爆
投
下
目
標

地
の
一
つ
で
し
た
。
天
候
や
状
況
が

違
え
ば
、
今
の
私
た
ち
の
生
活
は
全

く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
終
戦
か
ら
時
が
流

れ
、
当
時
を
知
る
人
が
減
る
一
方
、

「
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」
責
任
を
よ
り

強
く
感
じ
る
戦
後
70
年
の
今
年
、
原

爆
の
体
験
を
記
憶
に
留
め
た
い
、
と

つ
く
ら
れ
た
朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち

の
夏
」
が
北
九
州
芸
術
劇
場
で
上
演

さ
れ
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
を
後
世
へ

　
１
９
８
５
年
の
初
演
以
来
、
日
本

全
国
で
７
７
８
回
上
演
さ
れ
て
き
た

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
。
唯
一
の
原

爆
に
よ
る
被
爆
国
と
な
っ
た
日
本
に

お
い
て
、
そ
の
経
験
を
記
憶
に
留
め

た
い
と
、
原
爆
を
経
験
し
た
人
々
が

残
し
た
手
記
や
詩
歌
な
ど
膨
大
な
資

料
の
中
か
ら
、
「
母
と
子
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
選
び
取
ら
れ
た
も

の
が
朗
読
劇
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
大
豆
ご
は
ん
を
食
べ
な
か
っ
た
息

子
を
叱
っ
た
ま
ま
学
校
へ
送
り
出
し

た
母
の
後
悔
。
校
庭
で
家
族
を
荼
毘

に
付
し
た
少
年
の
思
い
。
明
日
も
今

日
と
同
じ
よ
う
に
変
わ
ら
ぬ
日
々
が

続
い
て
い
く
、
と
当
た
り
前
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
、
そ
ん
な
日
常
が
一

瞬
に
し
て
崩
れ
さ
る
と
い
う
体
験
と
、

大
き
な
喪
失
を
抱
え
て
生
き
続
け
る

日
々
。
そ
の
中
で
紡
が
れ
る
一
つ
一

つ
の
言
葉
が
、
あ
の
日
か
ら
遠
く
離

れ
た
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
語
り
か

け
ま
す
。

　
本
作
で
用
い
ら
れ
る
文
章
を
書
い

た
人
々
も
、
そ
の
多
く
は
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
原

爆
と
い
う
出
来
事
を
扱
い
な
が
ら
、

そ
の
言
葉
が
私
た
ち
自
身
の
言
葉
で

も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、
親
が

子
を
思
い
、
子
が
親
を
思
う
気
持
ち

の
普
遍
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私

た
ち
の
誰
も
が
日
々
を
生
き
る
上
で

抱
え
ざ
る
を
得
な
い
、
喪
失
と
い
う

体
験
の
深
さ
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
の
死
や
、

些
細
な
き
っ
か
け
で
生
じ
る
生
活
や

人
間
関
係
の
変
化
。
震
災
が
引
き
起

こ
し
た
自
然
災
害
や
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
故
郷
の
喪
失
。
さ
ら

に
世
界
的
な
政
情
不
安
と
、
無
く
な

る
こ
と
の
な
い
戦
争
と
人
々
の
争
い

の
渦
中
に
あ
る
世
代
と
し
て
、
原
爆

や
戦
争
を
直
接
的
に
は
知
ら
な
く
て

も
、
共
有
可
能
な
体
験
は
確
か
に
あ

る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
こ
の
子

た
ち
の
夏
」

　
本
作
は
、
演
劇
制
作
体
「
地
人
会
」

に
よ
っ
て
戦
後
40
年
の
節
目
の
年
に

創
作
さ
れ
、
２
０
０
７
年
ま
で
全
国

戦後70年平和祈念
「この子たちの夏」1945･ヒロシマ ナガサキ

岩  　本 　 史  　緒 Fumiwo Iwamoto北九州芸術劇場 広報係

原
爆
の
投
下
目
標
地
だ
っ
た
小
倉
。

戦
後
70
年
の
今
、改
め
て
考
え
た
い
、

戦
争
と
平
和
。

各
地
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
地
人

会
の
活
動
停
止
に
よ
り
、
い
っ
た
ん

は
上
演
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
地
人

会
新
会
の
旗
揚
げ
と
共
に
、
２
０
１

１
年
よ
り
再
開
。
出
演
す
る
女
優
も
、

全
員
が
戦
後
世
代
と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
体
験
の
無
い
女
優
が
、
創
作
を

通
し
て
戦
争
を
受
け
止
め
表
現
へ
と

昇
華
す
る
こ
と
で
、
本
作
も
ま
た
新

し
い
作
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
「
こ
の
子
た

ち
の
夏
」
は
、
過
去
に
も
数
回
、
北

九
州
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
女
優
陣
に
よ
る
公
演
は
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
語
り
部

と
な
り
、
さ
ら
に
遠
い
未
来
の
世
代

に
向
け
て
、
戦
争
の
記
憶
を
受
け
継

ぐ
。
そ
の
場
に
ぜ
ひ
立
ち
会
っ
て
い

た
だ
き
、
夏
の
一
日
、
ほ
ん
の
つ
か

の
間
、
70
年
前
の
あ
の
日
へ
想
い
を

馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

だ
び

さ
さ
い

戦後70年平和祈念
「この子たちの夏」1945･ヒロシマ ナガサキ

旺なつき かとうかず子 島田歌穂

高橋紀恵 根岸季衣 原日出子

【日時】7月 5日（日）午後3時開演
【会場】北九州芸術劇場　中劇場
【チケット料金】
大人3000円、ユース（24歳以下・要身分証提示）1500円
※全席指定　※未就学児入場不可

【チケット取扱い】
北九州芸術劇場プレイガイド
オンラインチケット 他

【お問合せ】北九州芸術劇場　093(562)2655

Information
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今
回
は
、
連
載
開
始
か
ら
30
年
を

迎
え
た
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
に
か

け
て
、
集
英
社
の
少
年
漫
画
誌
『
週

刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
は
す
ご
い
勢
い

で
発
行
部
数
を
伸
ば
し
て
い
き
、
90

年
代
半
ば
に
は
６
０
０
万
部
を
達
成
。

『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
は
そ
の
ジ

ャ
ン
プ
の
人
気
を
支
え
た
作
品
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
連
載
さ

れ
て
い
た
作
品
に
は
『
キ
ャ
プ
テ
ン

翼
』
『
北
斗
の
拳
』
『
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ル
』
さ
ら
に
『
聖
闘
士
星
矢
』

『
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
』
な
ど
あ
り
、
ア

ニ
メ
化
も
さ
れ
た
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
品

が
め
じ
ろ
押
し
で
し
た
。

　
作
者
の
北
条
司
氏
は
、
北
九
州
市

小
倉
の
出
身
。
九
州
工
業
高
校
、
九

州
産
業
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
１

９
８
０
年
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』

に
『
お
れ
は
男
だ
！
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。

81
年
に
『
キ
ャ
ッ
ツ
♥
ア
イ
』
で
連

載
デ
ビ
ュ
ー
、
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
は
85
年
か
ら
91
年
ま
で
連
載
、

そ
し
て
現
在
は
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
の
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
し
て

描
か
れ
る
『
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
ハ
ー
ト
』

を
『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ゼ
ノ
ン
』
で
連

載
中
で
す
。

　
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
主
人
公

の
冴
羽
　
は
、
探
偵
業
や
身
辺
警
護

な
ど
危
険
な
仕
事
を
請
け
負
う
プ
ロ

の
ス
イ
ー
パ
ー
（
掃
除
人
）
。
普
段

は
だ
ら
し
な
く
、
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
で
、

い
つ
も
女
性
を
追
い
か
け
る
の
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
槇
村
香
か
ら
怒
ら
れ

て
ば
か
り
。
し
か
し
、
腕
前
は
裏
社

会
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
、
鍛
え

上
げ
ら
れ
た
戦
闘
能
力
に
加
え
情
報

戦
に
も
強
く
、
そ
し
て
相
手
へ
の
思

い
や
り
も
忘
れ
な
い
と
、
三
枚
目
と

二
枚
目
を
自
然
と
持
ち
合
わ
せ
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
魅
力
と
な
っ
て
、
今

で
も
フ
ァ
ン
の
心
を
つ
か
ん
で
離
し

ま
せ
ん
。

　
次
か
ら
次
に
現
れ
る
美
女
の
依
頼

人
も
、
ス
ケ
ベ
な
と
こ
ろ
に
困
り
つ

つ
も
、
最
後
に
は
か
っ
こ
よ
く
依
頼

を
解
決
し
て
い
く
　の
姿
に
、
い
つ

の
間
に
か
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
は
読
者
も
同
様
で
、
当
時
の
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
投
票
で
は
常
に
上

位
、
最
近
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
で
も

「
な
っ
て
み
た
い
男
性
キ
ャ
ラ
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
２
位
に
付
け
、
い
ま

だ
に
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
連
載
が
進
む
上
で
読
者
が

気
に
な
る
の
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
香
と

の
関
係
。
彼
ら
の
信
頼
関
係
や
愛
情
、

息
の
合
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
回
を
追

う
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
く
の
を
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
作
品
の
特
徴
は
、
新

宿
に
行
け
ば
　た
ち
に
会
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
臨
場

感
が
漂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
依

頼
方
法
が
新
宿
駅
東
口
の
掲
示
板
に

「
X
Y
Z
（
＝
後
が
な
い
）
」
と
記

す
、
と
い
う
実
際
に
で
き
そ
う
な
方

法
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

北
条
氏
の
写
実
的
な
画
力
と
映
画
の

よ
う
な
画
面
構
成
に
よ
る
と
こ
ろ
も

大
き
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
一
見
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な
ア
ク
シ

ョ
ン
作
品
、
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
作
者
は
『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ

ー
』
は
ギ
ャ
グ
漫
画
だ
と
言
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
全
体
を
通
じ
て
、
人

間
愛
、
家
族
愛
を
感
じ
さ
せ
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
達
の
交
流
が
温
か
な
読
後

感
を
与
え
て
く
れ
る
名
作
で
す
。

　
作
者
の
出
身
地
で
あ
る
北
九
州
市

で
も
、
連
載
開
始
30
周
年
を
迎
え
た

『
シ
テ
ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
』
を
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
先
日
、
連

載
開
始
の
記
念
日
で
あ
っ
た
今
年
の

２
月
26
日
に
は
西
日
本
新
聞
に
シ
テ

ィ
ー
ハ
ン
タ
ー
特
集
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
展
開
に
も
ぜ
ひ
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『シティーハンター』
  連載開始30周年

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077
【開館時間】
午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（休日の場合はその翌日）
【常設展入館料】※（　）内は団体料金
一般400円（320円）　中・高生200円（160円）　
小学生100円（80円）　小学生未満　無料
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松
本
清
張
が
昭
和
20
年
代
に
、
井

上
靖
の
『
玉
碗
記
』
や
『
漆
胡
樽
』

な
ど
の
「
西
域
」
も
の
を
読
ん
で
、

作
家
に
な
る
前
か
ら
そ
の
存
在
と
作

品
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、

本
誌
昨
年
９
月
号
に
書
い
た
。
今
回

は
そ
の
続
き
で
あ
る
。

　
１
９
６
３
年
12
月
15
日
刊
行
の

『
松
本
清
張
短
編
全
集
２
　
青
の
あ

る
断
層
』
（
光
文
社
）
に
、
63
年
11

月
の
日
付
入
り
の
清
張
自
身
の
「
あ

と
が
き
」
が
付
い
て
い
る
。
芥
川
賞

を
受
賞
し
デ
ビ
ュ
ー
し
た
53
年
の
９

月
、
「
オ
ー
ル
讀
物
」
に
清
張
の

『
権
妻
』
と
い
う
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
と
き
、
編
集
会
議
の
席
上
で
『
権

妻
』
を
推
し
た
婦
人
編
集
者
が
〈
私

の
こ
と
を
第
二
の
井
上
靖
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
〈
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
満
足
し

た
〉
と
書
い
て
い
る
。
当
時
、
井
上

靖
の
「
人
と
作
品
」
に
好
意
を
寄
せ

評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
続
け
て

〈
実
際
、
私
は
井
上
靖
の
出
現
が
な

か
っ
た
ら
、
何
を
目
標
に
し
て
作
品

を
書
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

井
上
氏
に
よ
っ
て
私
の
行
く
道
は
決

定
し
た
〉
と
、
10
年
前
を
振
り
返
っ

て
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
文

筆
修
業
の
な
い
成
り
立
て
の
作
家
と

し
て
清
張
が
、
井
上
靖
の
作
品
を
参

考
に
し
て
い
た
痕
が
見
て
取
れ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
前
出
の
『
玉
碗
記
』

『
漆
胡
樽
』
『
僧
行
賀
の
涙
』
や
ほ

か
の
歴
史
物
な
ど
を
読
ん
で
、
そ
こ

に
自
分
に
合
っ
た
作
品
の
テ
ー
マ
を

見
出
し
、
書
く
《
目
標
》
と
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
清
張
が

の
ち
に
発
表
す
る
作
品
に
目
を
広
げ

て
み
る
と
、
《
目
標
》
と
し
た
井
上

靖
の
作
品
と
し
て
、
『
あ
る
偽
作
家

の
生
涯
』
（
51
年
10
月
、
「
新
潮
」
）

な
ど
の
美
術
関
係
の
作
品
も
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
あ
る
著
名

な
日
本
画
家
の
「
伝
記
」
の
執
筆
を

頼
ま
れ
た
主
人
公
が
、
取
材
の
た
め

訪
れ
た
地
方
の
方
方
で
そ
の
画
家
の

偽
作
に
出
会
う
。
そ
し
て
、
偽
作
を

描
い
た
画
家
の
友
人
の
生
涯
に
興
味

を
持
ち
追
い
か
け
る
う
ち
に
、
そ
の

偽
作
家
の
堕
ち
て
い
く
悲
劇
的
な
生

き
様
が
浮
か
び
上
が
る
物
語
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
画
家
の
「
伝
記
」
と
「
贋

作
」
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。
の
ち
に

清
張
は
『
真
贋
の
森
』
『
青
の
あ
る

断
層
』
で
絵
画
の
贋
作
を
取
り
扱
い
、

『
装
飾
評
伝
』
で
岸
田
劉
生
を
モ
デ

ル
に
し
た
「
評
伝
（
伝
記
）
」
に
隠

さ
れ
た
天
才
画
家
と
親
友
の
一
人
の

女
性
を
め
ぐ
っ
て
の
確
執
を
書
く
こ

と
に
な
る
。
（
『
真
贋
の
森
』
『
装

飾
評
伝
』
は
新
潮
文
庫
『
黒
地
の

絵
』
に
収
録
）

　
ま
た
、
こ
れ
な
ど
は
《
目
標
》
と

は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
清
張
に

『
礼
遇
の
資
格
』
（
72
年
２
月
、

『
小
説
新
潮
』
）
と
い
う
作
品
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
主
人
公
の
骨
董
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
西
ア
ジ
ア
出
土
の

「
シ
リ
ン
ダ
ー
・
シ
ー
ル
（
円
筒
印

章
）
」
が
出
て
き
て
、
夫
と
若
い
妻

と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
殺
意
を
描
く

心
理
サ
ス
ペ
ン
ス
に
、
息
抜
き
的
な

潤
い
と
余
裕
を
加
え
て
い
る
。
同
じ

円
筒
印
章
が
重
要
な
道
具
立
て
と
し

て
出
て
く
る
井
上
靖
作
品
に
、
『
古

い
文
字
』
（
62
年
12
月
、
64
年
６
月

の
「
文
學
界
」
に
分
載
）
が
あ
る
。

こ
ち
ら
の
方
は
若
い
考
古
学
者
が
主

人
公
で
、
旅
行
中
手
に
入
れ
た
、
古

代
の
ア
ッ
カ
ド
文
字
と
イ
ン
ダ
ス
文

字
が
併
記
さ
れ
た
、
つ
ま
り
そ
れ
ま

で
読
め
な
か
っ
た
イ
ン
ダ
ス
文
字
の

解
読
の
鍵
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

貴
重
な
円
筒
印
章
そ
の
も
の
と
そ
れ

に
対
す
る
研
究
者
の
関
わ
り
方
が
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
、
清
張
の
『
礼
遇
の
資
格
』

と
は
少
し
趣
が
違
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
デ
ビ
ュ
ー
し

立
て
の
清
張
が
井
上
靖
の
作
品
を

《
目
標
》
に
ま
で
し
た
の
は
、
当
然

井
上
作
品
に
対
す
る
評
価
と
愛
好
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
『
同
人
誌
』

体
験
な
ど
が
な
く
、
文
壇
に
先
輩
・

知
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と

も
関
係
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
も
な
い
。
そ
の
背
景
に
あ
っ

て
、
二
人
の
接
近
を
促
し
た
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
清
張
と
井
上
靖

に
は
、
意
外
な
ほ
ど
共
通
点
が
あ
り
、

ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

清
張
の
作
家
デ
ビ
ュ
ー
の
頃
、
あ
る

い
は
戦
前
・
戦
後
の
《
読
者
》
時
代

か
ら
、
二
人
に
は
接
点
が
あ
り
縁
が

あ
る
。
次
回
（
10
月
号
を
予
定
）
か

ら
、
そ
の
共
通
点
や
接
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
拾
い
上
げ
て
、
二
人
の
接

近
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
も
う
少
し

詳
し
く
探
っ
て
い
こ
う
。

文芸
hiroba 中 　川　里　志

北九州市立松本清張記念館　学芸担当主査
Satoshi Nakagawa

清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】

一般　500円　中高生　300円
小学生　200円

【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information

し
っ
こ
そ
ん

あ
と

ご
ん
さ
い

じ
ゅっ
か
い

ほ
う
ぼ
う

え
ん
と
う

二
つ
の
『
玉
碗
記
』

松
本
清
張
と
井
上
靖（
２
）

『松本清張短編全集2　
青のある断層』
(光文社文庫) 

『黒地の絵』(新潮文庫) 

5 CulCul  2015.June

美術
hiroba 長   峰　真  奈  美

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Manami Nagamine

　
世
代
を
超
え
て
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
続
け
る
「
ム
ー
ミ
ン
」
。
日
本
で

は
、
１
９
６
９
年
か
ら
放
映
さ
れ
た

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

広
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
、
「
ム
ー
ミ

ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
作
者
ト
ー
ベ
・
ヤ

ン
ソ
ン
（
１
９
１
４
〜
２
０
０
１
）

の
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
立
ア
テ
ネ
ウ
ム
美

術
館
で
大
回
顧
展
（
２
０
１
４
年
３

月
〜
９
月
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
日
本
巡
回
展
と
し
て
再
構
成

さ
れ
、
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の
生
涯

に
焦
点
を
当
て
、
知
ら
れ
ざ
る
画
家

と
し
て
の
業
績
を
本
格
的
に
紹
介
し

ま
す
。

　
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
を
代
表
す
る
芸
術
家
で
す
。
画

家
、
小
説
家
、
挿
絵
画
家
、
漫
画
家
、

舞
台
美
術
家
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ジ

ャ
ン
ル
で
豊
か
な
才
能
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　
ト
ー
ベ
は
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
生

ま
れ
、
父
は
彫
刻
家
、
母
は
挿
絵
画

家
、
そ
し
て
自
身
や
二
人
の
弟
た
ち

も
芸
術
家
と
い
う
一
家
に
育
ち
ま
し

た
。
両
親
の
影
響
も
あ
り
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
画
家
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
政
治
風
刺
雑
誌
『
ガ
ル
ム
』

の
挿
絵
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

の
は
15
歳
の
時
で
し
た
。
以
来
画
家

と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
美
術
学
校

で
絵
画
を
学
び
、
個
展
を
重
ね
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
の
故
郷
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
戦
争
に
よ
る
緊
張
感
と
不

安
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
戦
争

の
恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
書
き

始
め
た
の
が
ム
ー
ミ
ン
物
語
で
す
。

戦
時
中
、
『
ガ
ル
ム
』
の
挿
絵
に
サ

イ
ン
の
代
わ
り
と
し
て
描
い
て
い
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ

ー
ル
と
名
付
け
て
主
人
公
と
し
た
物

語
は
、
１
９
４
５
年
に
小
説
『
小
さ

な
ト
ロ
ー
ル
と
大
き
な
洪
水
』
と
し

て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
反
響

は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
英
国
の
新
聞
『
イ
ヴ
ニ
ン

グ
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
で
連
載
漫
画
と
し

て
掲
載
さ
れ
大
好
評
を
得
て
、
ト
ー

ベ
の
名
は
一
躍
世
界
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
「
ム
ー
ミ
ン
」
シ

リ
ー
ズ
は
彼
女
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
り
、
ム
ー
ミ
ン
物
語
は
70
年
ま
で

に
全
９
作
出
版
さ
れ
、
誕
生
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
世
界
中
で
愛
読
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
代
表
作
「
ム
ー
ミ

ン
」
シ
リ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、
『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
『
ホ
ビ
ッ
ト

の
冒
険
』
と
い
っ
た
児
童
文
学
の
挿

絵
原
画
、
今
ま
で
日
本
で
は
あ
ま
り

紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ト
ー
ベ
の

油
彩
画
や
政
治
風
刺
画
、
壁
画
の
た

め
の
習
作
や
舞
台
衣
装
の
ス
ケ
ッ
チ
、

写
真
資
料
な
ど
約
４
０
０
点
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
１
９
６
４
年
か
ら

91
年
ま
で
彼
女
が
ほ
ぼ
毎
年
夏
を
過

ご
し
た
ク
ル
ー
ブ
島
の
「
夏
の
家
」

を
会
場
に
再
現
、
島
で
過
ご
す
ト
ー

ベ
の
生
活
を
映
し
出
し
た
88
年
の
映

画
『
ハ
ル
　
孤
独
の
島
』
を
編
集
し

た
特
別
映
像
も
上
映
し
ま
す
。
北
欧

の
風
土
に
根
差
し
、
ム
ー
ミ
ン
を
生

み
出
し
、
ム
ー
ミ
ン
と
共
に
生
き
た

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の
全
貌
に
迫
り

ま
す
。

北
九
州
市
立
美
術
館 

分
館
　
展
覧
会

生
誕
１
０
０
周
年
　
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
展

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ム
ー
ミ
ン
と
生
き
る
〜

生誕100周年　トーベ・ヤンソン展
～ムーミンと生きる～

Information

【会期】５月23日(土)～７月５日(日)　※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後６時
（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000円（800円）、
高・大生700円（500円）、小中生500円（400円）
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金

【お問合せ】
北九州市立美術館分館（リバーウォーク北九州5F）
093（562）3215

<ムーミンが美術館にやってくる！>
～ムーミンと一緒に記念撮影をしよう！！～

【日時】５月23日（土）、６月７日（日） 各日　
①午前11時～　②午後１時～
③午後２時30分～　④午後４時～
※各回30分前より美術館入口で整理券を配布します。

（各回30組限定）

<当館学芸員によるギャラリートーク>
【日時】５月31日（日）、６月21日（日）各日午後２時～
【場所】展覧会場内
※申し込み不要、観覧料が必要です。

Event

《絵本『ムーミン谷へのふしぎな旅』挿絵》タンペレ市立美術館ムーミン谷博物館
1977年　ⓒ Moomin Characters ™

《『ガルム』1944年10月号表紙》
タンペレ市立美術館ムーミン谷博物館　1944年　
ⓒ Tove Jansson Estate

トーベ・ヤンソン　撮影：ペル・ウロフ・ヤンソン　
撮影年代：1960年代終わりから1970年代初頭　
ⓒ Tove Jansson Estate

参考作品：「夏の家」再現　撮影：光齋昇馬　
提供：ギャラリーエークワッド
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松
本
清
張
が
昭
和
20
年
代
に
、
井

上
靖
の
『
玉
碗
記
』
や
『
漆
胡
樽
』

な
ど
の
「
西
域
」
も
の
を
読
ん
で
、

作
家
に
な
る
前
か
ら
そ
の
存
在
と
作

品
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、

本
誌
昨
年
９
月
号
に
書
い
た
。
今
回

は
そ
の
続
き
で
あ
る
。

　
１
９
６
３
年
12
月
15
日
刊
行
の

『
松
本
清
張
短
編
全
集
２
　
青
の
あ

る
断
層
』
（
光
文
社
）
に
、
63
年
11

月
の
日
付
入
り
の
清
張
自
身
の
「
あ

と
が
き
」
が
付
い
て
い
る
。
芥
川
賞

を
受
賞
し
デ
ビ
ュ
ー
し
た
53
年
の
９

月
、
「
オ
ー
ル
讀
物
」
に
清
張
の

『
権
妻
』
と
い
う
作
品
が
掲
載
さ
れ

た
と
き
、
編
集
会
議
の
席
上
で
『
権

妻
』
を
推
し
た
婦
人
編
集
者
が
〈
私

の
こ
と
を
第
二
の
井
上
靖
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
〈
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
満
足
し

た
〉
と
書
い
て
い
る
。
当
時
、
井
上

靖
の
「
人
と
作
品
」
に
好
意
を
寄
せ

評
価
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
続
け
て

〈
実
際
、
私
は
井
上
靖
の
出
現
が
な

か
っ
た
ら
、
何
を
目
標
に
し
て
作
品

を
書
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

井
上
氏
に
よ
っ
て
私
の
行
く
道
は
決

定
し
た
〉
と
、
10
年
前
を
振
り
返
っ

て
述
懐
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
文

筆
修
業
の
な
い
成
り
立
て
の
作
家
と

し
て
清
張
が
、
井
上
靖
の
作
品
を
参

考
に
し
て
い
た
痕
が
見
て
取
れ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
前
出
の
『
玉
碗
記
』

『
漆
胡
樽
』
『
僧
行
賀
の
涙
』
や
ほ

か
の
歴
史
物
な
ど
を
読
ん
で
、
そ
こ

に
自
分
に
合
っ
た
作
品
の
テ
ー
マ
を

見
出
し
、
書
く
《
目
標
》
と
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
清
張
が

の
ち
に
発
表
す
る
作
品
に
目
を
広
げ

て
み
る
と
、
《
目
標
》
と
し
た
井
上

靖
の
作
品
と
し
て
、
『
あ
る
偽
作
家

の
生
涯
』
（
51
年
10
月
、
「
新
潮
」
）

な
ど
の
美
術
関
係
の
作
品
も
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
こ
の
作
品
は
、
あ
る
著
名

な
日
本
画
家
の
「
伝
記
」
の
執
筆
を

頼
ま
れ
た
主
人
公
が
、
取
材
の
た
め

訪
れ
た
地
方
の
方
方
で
そ
の
画
家
の

偽
作
に
出
会
う
。
そ
し
て
、
偽
作
を

描
い
た
画
家
の
友
人
の
生
涯
に
興
味

を
持
ち
追
い
か
け
る
う
ち
に
、
そ
の

偽
作
家
の
堕
ち
て
い
く
悲
劇
的
な
生

き
様
が
浮
か
び
上
が
る
物
語
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
画
家
の
「
伝
記
」
と
「
贋

作
」
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。
の
ち
に

清
張
は
『
真
贋
の
森
』
『
青
の
あ
る

断
層
』
で
絵
画
の
贋
作
を
取
り
扱
い
、

『
装
飾
評
伝
』
で
岸
田
劉
生
を
モ
デ

ル
に
し
た
「
評
伝
（
伝
記
）
」
に
隠

さ
れ
た
天
才
画
家
と
親
友
の
一
人
の

女
性
を
め
ぐ
っ
て
の
確
執
を
書
く
こ

と
に
な
る
。
（
『
真
贋
の
森
』
『
装

飾
評
伝
』
は
新
潮
文
庫
『
黒
地
の

絵
』
に
収
録
）

　
ま
た
、
こ
れ
な
ど
は
《
目
標
》
と

は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
清
張
に

『
礼
遇
の
資
格
』
（
72
年
２
月
、

『
小
説
新
潮
』
）
と
い
う
作
品
が
あ

る
。
こ
れ
に
は
主
人
公
の
骨
董
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
西
ア
ジ
ア
出
土
の

「
シ
リ
ン
ダ
ー
・
シ
ー
ル
（
円
筒
印

章
）
」
が
出
て
き
て
、
夫
と
若
い
妻

と
の
あ
い
だ
に
生
じ
た
殺
意
を
描
く

心
理
サ
ス
ペ
ン
ス
に
、
息
抜
き
的
な

潤
い
と
余
裕
を
加
え
て
い
る
。
同
じ

円
筒
印
章
が
重
要
な
道
具
立
て
と
し

て
出
て
く
る
井
上
靖
作
品
に
、
『
古

い
文
字
』
（
62
年
12
月
、
64
年
６
月

の
「
文
學
界
」
に
分
載
）
が
あ
る
。

こ
ち
ら
の
方
は
若
い
考
古
学
者
が
主

人
公
で
、
旅
行
中
手
に
入
れ
た
、
古

代
の
ア
ッ
カ
ド
文
字
と
イ
ン
ダ
ス
文

字
が
併
記
さ
れ
た
、
つ
ま
り
そ
れ
ま

で
読
め
な
か
っ
た
イ
ン
ダ
ス
文
字
の

解
読
の
鍵
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

貴
重
な
円
筒
印
章
そ
の
も
の
と
そ
れ

に
対
す
る
研
究
者
の
関
わ
り
方
が
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
、
清
張
の
『
礼
遇
の
資
格
』

と
は
少
し
趣
が
違
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
デ
ビ
ュ
ー
し

立
て
の
清
張
が
井
上
靖
の
作
品
を

《
目
標
》
に
ま
で
し
た
の
は
、
当
然

井
上
作
品
に
対
す
る
評
価
と
愛
好
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
『
同
人
誌
』

体
験
な
ど
が
な
く
、
文
壇
に
先
輩
・

知
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と

も
関
係
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

だ
け
で
も
な
い
。
そ
の
背
景
に
あ
っ

て
、
二
人
の
接
近
を
促
し
た
も
の
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
清
張
と
井
上
靖

に
は
、
意
外
な
ほ
ど
共
通
点
が
あ
り
、

ま
た
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

清
張
の
作
家
デ
ビ
ュ
ー
の
頃
、
あ
る

い
は
戦
前
・
戦
後
の
《
読
者
》
時
代

か
ら
、
二
人
に
は
接
点
が
あ
り
縁
が

あ
る
。
次
回
（
10
月
号
を
予
定
）
か

ら
、
そ
の
共
通
点
や
接
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
拾
い
上
げ
て
、
二
人
の
接

近
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
も
う
少
し

詳
し
く
探
っ
て
い
こ
う
。

文芸
hiroba 中 　川　里　志

北九州市立松本清張記念館　学芸担当主査
Satoshi Nakagawa

清張アラカルト

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】

一般　500円　中高生　300円
小学生　200円

【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information

し
っ
こ
そ
ん

あ
と

ご
ん
さ
い

じ
ゅっ
か
い

ほ
う
ぼ
う

え
ん
と
う

二
つ
の
『
玉
碗
記
』

松
本
清
張
と
井
上
靖（
２
）

『松本清張短編全集2　
青のある断層』
(光文社文庫) 

『黒地の絵』(新潮文庫) 
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1
9
8
5
年
５
月
か
ら
30
年
間
、

青
年
漫
画
誌
週
刊
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』

（
講
談
社
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
、

う
え
や
ま
と
ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
。

い
わ
ゆ
る
「
グ
ル
メ
漫
画
」
の
草
分

け
の
一
つ
で
す
が
、
手
軽
な
家
庭
料

理
に
焦
点
を
当
て
、
簡
単
な
レ
シ
ピ

を
毎
回
載
せ
る
な
ど
独
自
の
作
風
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
回
の
創
作
工
程
も
独
特
で
、
ま

ず
、
ど
ん
な
料
理
を
取
り
上
げ
る
か

を
決
め
る
た
め
に
、
実
際
に
調
理
し
、

試
食
し
ま
す
。『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

の
料
理
は
、
材
料
は
ご
く
普
通
で
す

が
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
や
調
理
方

法
に
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
そ
の

分
、
試
行
錯
誤
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
い
い
料
理
が
で
き
る
と
、
そ
こ
か

ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
想
に
入
り
ま
す
。

こ
の
料
理
は
誰
が
作
っ
て
、
誰
に
食

べ
さ
せ
る
の
か
？
　『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

は
、
食
卓
を
囲
ん
で
育
ま
れ
る
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
描
く
作
品
で
す
か

ら
、
登
場
す
る
料
理
に
は
、
そ
の
時

々
の
〝
も
て
な
し
の
心
〞
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
親
が
子
に
、
子
が
親

に
、
恋
人
に
、
友
人
に
、
仕
事
仲
間

に
。
お
祝
い
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た

華
や
か
な
料
理
も
あ
れ
ば
、
疲
れ
た

心
に
じ
ん
わ
り
と
染
み
る
素
朴
な
料

理
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
料
理
を
作
っ
た
ら
、
食
べ
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
食
卓
を
囲
む
と
す

れ
ば
誰
だ
ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
彼
女
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
そ
う
な
あ
い
つ
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
最
近
お
疲
れ
気
味

の
あ
の
娘
だ
ろ
う
か…

。
そ
ん
な
ふ

う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
物
語
の
中
心
と
な
る
荒

岩
一
家
の
長
男
・
ま
こ
と
が
沖
縄
の

大
学
に
入
学
し
た
と
き
に
、
母
・
虹

子
が
作
っ
た
料
理
。
ま
こ
と
が
入
学

式
に
出
席
し
て
い
る
間
、
虹
子
は
大

学
の
寮
の
ま
こ
と
の
部
屋
で
沖
縄
の

郷
土
料
理
「
ド
ゥ
ル
ワ
カ
シ
ー
」
を

作
り
ま
す
（
図
２
）。
田
芋
（
里
芋

の
一
種
）
や
豚
バ
ラ
肉
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
茹
で
た
り
炒
め
た
り
し
て
、
念
入

り
に
練
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
と
て

も
手
間
の
か
か
る
料
理
で
す
。

　
実
は
虹
子
は
料
理
が
あ
ま
り
得
意

で
な
く
、
荒
岩
家
の
台
所
は
も
っ
ぱ

ら
「
パ
パ
」
の
一
味
が
預
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
虹
子
が
心
を
込
め
て

丁
寧
に
、
茹
で
、
刻
み
、
混
ぜ
る
。

一
手
間
、
一
手
間
か
け
る
ご
と
に
、

息
子
と
過
ご
し
た
18
年
間
が
胸
を
よ

ぎ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
料

理
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ま
こ
と
も
万
感

の
思
い
を
込
め
て
味
わ
う
の
で
す

（
図
３
）
。
そ
し
て
、
ま
こ
と
の
成

長
を
見
守
り
続
け
て
き
た
読
者
も
、

親
の
想
い
、
子
の
想
い
に
共
感
し
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

　
作
者
の
う
え
や
ま
氏
に
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
ん
ー
、

あ
い
つ
は
ね
ー
、
誰
と
く
っ
つ
く
気

な
ん
だ
ろ
う
ね
ー
」
と
、
家
族
や
親

戚
の
う
わ
さ
話
で
も
す
る
よ
う
な
答

え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
登
場
人
物
た

ち
が
、
作
者
の
意
図
と
は
別
に
独
立

し
た
人
格
を
持
っ
て
い
て
、
あ
い
つ

な
ら
こ
ん
な
と
き
に
何
を
思
い
、
何

を
す
る
か
、
そ
れ
を
想
像
す
れ
ば
お

の
ず
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
で
き
る
。
漫

画
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
何

し
ろ
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
は
30
年

分
の
想
い
が
織
り
込
ま
れ
た
物
語
。

も
は
や
作
者
に
も
予
測
不
可
能
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
30
周
年
特
別
展
で
は
、
そ

ん
な
濃
密
さ
を
実
感
い
た
だ
く
べ
く
、

貴
重
な
生
原
稿
の
展
示
を
中
心
に
、

作
中
に
登
場
す
る
実
在
の
人
や
店
の

紹
介
、
創
作
の
舞
台
裏
な
ど
、
あ
れ

こ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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表　　智　之専門研究員 Tomoyuki Omote

『クッキングパパと九州・福岡の仲間たち』
連載30周年記念特別展

連載30周年記念特別展
『クッキングパパと九州・福岡の仲間たち』
【開催期間】5月30日（土）～7月5日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512)5077

Information

【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

図2　第927話「かあちゃんのドゥルワカシー」より。
第96巻172ページ　©うえやまとち／講談社

図3　同前。第96巻177ページ

図1　連載30周年記念ロゴ　©うえやまとち／講談社

こ

ゆ

か
ず
み

北九州市漫画ミュージアム

©うえやまとち／講談社
3 CulCul  2015.June

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

演劇の街は、かつて

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
「
演
劇
の
街
は
、
い
ま
」
は
、

「
北
九
州
演
劇
祭
」
の
実
行
委
員
会

の
合
言
葉
だ
っ
た
「
北
九
州
を
演
劇

の
街
に
」
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
だ
。

１
９
９
３
年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
、

計
15
回
開
催
さ
れ
た
演
劇
祭
は
、
北

九
州
の
演
劇
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
た
。

そ
の
当
時
ま
か
れ
た
〝
種
〞
は
、
今

で
も
こ
の
街
で
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
咲

か
せ
、
実
を
結
び
続
け
て
い
る
。

　
で
は
、
そ
れ
以
前
の
北
九
州
の
演

劇
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？
　
面
白
く

も
懐
か
し
い
資
料
を
手
に
入
れ
た
の

で
、
今
回
は
「
今
」
で
は
な
く
て

「
か
つ
て
」
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ

う
と
思
う
。

　
そ
の
資
料
と
は
、
１
９
８
７
年
か

ら
９
２
年
ま
で
「
劇
的
企
画N
EO

」

が
発
行
し
て
い
た
『
劇
的
通
信
』
と

い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
だ
。

　
「
劇
的
企
画N

EO

」
は
劇
団
で

は
な
く
、
演
劇
公
演
や
劇
団
そ
の
も

の
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
企
画
実
行
す
る

〝
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
集
団
〞
だ
っ
た
。

現
在
で
も
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
の

団
体
は
珍
し
く
、
そ
れ
が
80
年
代
後

半
に
既
に
存
在
し
て
い
た
の
は
、
北

九
州
が
「
演
劇
の
街
」
と
な
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
『
劇
的
通
信
』
は
、
主
に

N
EO

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
た

「
劇
団
夢
の
工
場
」
の
公
演
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
挟
み
込
み
で
配
布
さ
れ

て
い
た
も
の
。
B
４
二
つ
折
り
、
４

ペ
ー
ジ
構
成
の
紙
面
に
は
、
細
か
い

文
字
で
び
っ
し
り
と
記
事
が
詰
め
込

ま
れ
て
い
る
。

　
作
品
レ
ビ
ュ
ー
、
お
勧
め
の
公
演

情
報
、
新
劇
団
の
結
成
や
ら
解
散
や

ら
の
ニ
ュ
ー
ス
、
劇
場
に
つ
い
て
の

コ
ラ
ム
、
照
明
ミ
ニ
講
座
、
話
題
の

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
読
者
か
ら

の
観
劇
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
情
報
は
多

岐
に
わ
た
り
、
開
場
か
ら
開
演
ま
で

の
時
間
を
し
っ
か
り
つ
ぶ
せ
る
分
量

で
あ
る
。
現
在
で
も
、
公
演
ご
と
に

独
自
の
情
報
を
掲
載
し
た
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
挟
ん
で

い
る
劇
団
は
あ
る
が
、
こ
の
『
劇
的

通
信
』
は
北
九
州
と
そ
の
近
郊
の
演

劇
を
幅
広
く
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
姿
勢
が
特
徴
的
だ
。
　
　

　
第
１
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
１

９
８
７
年
８
月
に
行
わ
れ
た
『S

・

D

・P

・F

（
サ
マ
ー
・
ダ
ン
ス
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
）
』
参
加
の
『
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
と

い
う
作
品
だ
。
当
時
勢
い
の
あ
る
活

動
を
展
開
し
て
い
た
劇
団
「
碧
」
、

結
成
し
て
間
も
な
い
「
飛
ぶ
劇
場
」

を
は
じ
め
と
し
た
市
内
５
劇
団
と
北

九
州
大
学
演
劇
研
究
会
、
九
州
工
業

大
学
演
劇
部
に
、
フ
リ
ー
の
役
者
を

加
え
て
行
わ
れ
た
な
か
な
か
贅
沢
な

合
同
公
演
だ
。

　
実
は
こ
の
作
品
に
は
私
も
役
者
と

し
て
参
加
し
た
。
西
日
本
総
合
展
示

場
と
い
う
大
き
な
会
場
に
加
え
て
、

総
勢
50
名
に
な
ろ
う
か
と
い
う
大
所

帯
の
公
演
は
ず
い
ぶ
ん
大
変
だ
っ
た

記
憶
が
あ
る
。

　
面
白
い
こ
と
に
第
２
号
の
ト
ッ
プ

記
事
は
、
「S

・D

・P

・F

を
た
た

っ
斬
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
公

演
の
〝
反
省
〞
文
だ
。
自
身
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
力
不
足
を
嘆
き
、
か
つ

「
合
同
公
演
と
い
う
花
火
を
打
ち
上

げ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
北
九
州
の
ア
マ

劇
団
は
実
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
し
た
舞
台
で
あ
っ
た
」
と
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
な
ん
と
も
正

直
で
あ
る
。

　
こ
の
率
直
さ
は
、
作
品
レ
ビ
ュ
ー

に
も
表
れ
て
い
て
、
今
な
ら
名
誉
棄

損
で
訴
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
心
配
し
て
し
ま
う
よ
う
な
手

厳
し
い
批
判
も
書
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
他
の
記
事
と
合
わ
せ
て
読
ん

で
み
る
と
、
編
集
者
た
ち
の
「
演
劇

愛
」
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る

紙
面
構
成
だ
。

　
何
に
し
て
も
貴
重
な
資
料
に
は
違

い
な
い
。
今
の
北
九
州
で
同
じ
よ
う

な
ペ
ー
パ
ー
を
立
ち
上
げ
る
と
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
紙
面
に
な
る
の
だ

ろ
う
。
過
去
を
顧
み
な
が
ら
未
来
を

妄
想
し
た
ら
、
と
て
も
楽
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

ぜ
い
た
く

あ
お

『劇的通信』第１号表紙

『劇的通信』第5号表紙

『劇的通信』第8号表紙



2

　
1
9
8
5
年
５
月
か
ら
30
年
間
、

青
年
漫
画
誌
週
刊
『
モ
ー
ニ
ン
グ
』

（
講
談
社
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
、

う
え
や
ま
と
ち
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
。

い
わ
ゆ
る
「
グ
ル
メ
漫
画
」
の
草
分

け
の
一
つ
で
す
が
、
手
軽
な
家
庭
料

理
に
焦
点
を
当
て
、
簡
単
な
レ
シ
ピ

を
毎
回
載
せ
る
な
ど
独
自
の
作
風
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
回
の
創
作
工
程
も
独
特
で
、
ま

ず
、
ど
ん
な
料
理
を
取
り
上
げ
る
か

を
決
め
る
た
め
に
、
実
際
に
調
理
し
、

試
食
し
ま
す
。『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

の
料
理
は
、
材
料
は
ご
く
普
通
で
す

が
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
や
調
理
方

法
に
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
そ
の

分
、
試
行
錯
誤
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
い
い
料
理
が
で
き
る
と
、
そ
こ
か

ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
想
に
入
り
ま
す
。

こ
の
料
理
は
誰
が
作
っ
て
、
誰
に
食

べ
さ
せ
る
の
か
？
　『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』

は
、
食
卓
を
囲
ん
で
育
ま
れ
る
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
描
く
作
品
で
す
か

ら
、
登
場
す
る
料
理
に
は
、
そ
の
時

々
の
〝
も
て
な
し
の
心
〞
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
親
が
子
に
、
子
が
親

に
、
恋
人
に
、
友
人
に
、
仕
事
仲
間

に
。
お
祝
い
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た

華
や
か
な
料
理
も
あ
れ
ば
、
疲
れ
た

心
に
じ
ん
わ
り
と
染
み
る
素
朴
な
料

理
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
料
理
を
作
っ
た
ら
、
食
べ
た

ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
気
持
ち
で
食
卓
を
囲
む
と
す

れ
ば
誰
だ
ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
彼
女
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
そ
う
な
あ
い
つ
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
と
も
最
近
お
疲
れ
気
味

の
あ
の
娘
だ
ろ
う
か…

。
そ
ん
な
ふ

う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
物
語
の
中
心
と
な
る
荒

岩
一
家
の
長
男
・
ま
こ
と
が
沖
縄
の

大
学
に
入
学
し
た
と
き
に
、
母
・
虹

子
が
作
っ
た
料
理
。
ま
こ
と
が
入
学

式
に
出
席
し
て
い
る
間
、
虹
子
は
大

学
の
寮
の
ま
こ
と
の
部
屋
で
沖
縄
の

郷
土
料
理
「
ド
ゥ
ル
ワ
カ
シ
ー
」
を

作
り
ま
す
（
図
２
）。
田
芋
（
里
芋

の
一
種
）
や
豚
バ
ラ
肉
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
茹
で
た
り
炒
め
た
り
し
て
、
念
入

り
に
練
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
と
て

も
手
間
の
か
か
る
料
理
で
す
。

　
実
は
虹
子
は
料
理
が
あ
ま
り
得
意

で
な
く
、
荒
岩
家
の
台
所
は
も
っ
ぱ

ら
「
パ
パ
」
の
一
味
が
預
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
虹
子
が
心
を
込
め
て

丁
寧
に
、
茹
で
、
刻
み
、
混
ぜ
る
。

一
手
間
、
一
手
間
か
け
る
ご
と
に
、

息
子
と
過
ご
し
た
18
年
間
が
胸
を
よ

ぎ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
料

理
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
ま
こ
と
も
万
感

の
思
い
を
込
め
て
味
わ
う
の
で
す

（
図
３
）
。
そ
し
て
、
ま
こ
と
の
成

長
を
見
守
り
続
け
て
き
た
読
者
も
、

親
の
想
い
、
子
の
想
い
に
共
感
し
、

温
か
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

　
作
者
の
う
え
や
ま
氏
に
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
ん
ー
、

あ
い
つ
は
ね
ー
、
誰
と
く
っ
つ
く
気

な
ん
だ
ろ
う
ね
ー
」
と
、
家
族
や
親

戚
の
う
わ
さ
話
で
も
す
る
よ
う
な
答

え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
登
場
人
物
た

ち
が
、
作
者
の
意
図
と
は
別
に
独
立

し
た
人
格
を
持
っ
て
い
て
、
あ
い
つ

な
ら
こ
ん
な
と
き
に
何
を
思
い
、
何

を
す
る
か
、
そ
れ
を
想
像
す
れ
ば
お

の
ず
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
で
き
る
。
漫

画
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
何

し
ろ
『
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
パ
』
は
30
年

分
の
想
い
が
織
り
込
ま
れ
た
物
語
。

も
は
や
作
者
に
も
予
測
不
可
能
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
30
周
年
特
別
展
で
は
、
そ

ん
な
濃
密
さ
を
実
感
い
た
だ
く
べ
く
、

貴
重
な
生
原
稿
の
展
示
を
中
心
に
、

作
中
に
登
場
す
る
実
在
の
人
や
店
の

紹
介
、
創
作
の
舞
台
裏
な
ど
、
あ
れ

こ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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表　　智　之専門研究員 Tomoyuki Omote

『クッキングパパと九州・福岡の仲間たち』
連載30周年記念特別展

連載30周年記念特別展
『クッキングパパと九州・福岡の仲間たち』
【開催期間】5月30日（土）～7月5日（日）
【開館時間】午前11時～午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円

【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム
093（512)5077

Information

【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

図2　第927話「かあちゃんのドゥルワカシー」より。
第96巻172ページ　©うえやまとち／講談社

図3　同前。第96巻177ページ

図1　連載30周年記念ロゴ　©うえやまとち／講談社

こ

ゆ

か
ず
み

北九州市漫画ミュージアム

©うえやまとち／講談社



夢
と
希
望
の
輝
き
。

特集
北九州市漫画ミュージアム
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州芸術劇場
音楽｜いろはにぴあの

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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